
美祢市立病院ペイシェントハラスメントに対する基本方針 

 

美祢市立病院は、「市民に信頼され、思いやりのある医療を提供します。」を基本理

念に、患者さん・ご家族等（以下「患者さん等」という。）の信頼に応え、安全で質が

高く、かつ思いやりのある医療の提供を心掛けています。 

しかしながら、ごく一部の患者さん等による、暴言、暴力、威嚇、脅迫や、常識の範

囲を超えた要求などの著しい迷惑行為（ペイシェントハラスメント）は、職場環境や診

療環境の悪化を招く重大な問題となっています。 

このため、当院では「美祢市立病院ペイシェントハラスメントに対する基本方針」を

定め、職員の安全な就労環境と、全ての利用者が安心して医療を受けられる環境の確立

を目指します。 

 

１ 基本方針 

⑴ 職員の心身の安全確保と尊厳を守るため、不当な要求やハラスメントに対しては

毅然として対応します。 

⑵ 患者さん等の医療を受ける権利や意見は最大限尊重しつつ、正当な要望に対して

は誠実に対応します。 

⑶ 職員一人に負担を負わせるのではなく、組織として対応し、そのための体制を構

築します。 

２ ペイシェントハラスメントの定義 

 ペイシェントハラスメントとは、患者さん等からのクレーム言動のうち、当該クレー

ム言動の要求の内容等の妥当性に照らして、当該要求を実現するための手段・態様が社

会通念上不相当なものであって、当該手段・態様により職員の就業環境が害されるもの

をいいます。 

３ ペイシェントハラスメントに該当する行為 

 ⑴ 身体的・精神的な攻撃行為（暴行、傷害、脅迫、威嚇、中傷、侮辱、暴言） 

 ⑵ 正当な理由のない過度な要求行為（土下座、金銭補償、特別待遇の強要） 

 ⑶ 長時間に亘る職員の拘束や、居座りなどの病院業務を妨害する行為 

 ⑷ プライバシーの侵害行為（個人情報の開示強要、許可のない撮影・録音） 

 ⑸ 差別的な言動、身体へのみだりな接触や卑猥な発言などのセクハラ行為 

 ⑹ その他、職員の就業や医療提供に支障をきたす迷惑行為 


